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	[bookmark: _GoBack]パスコは、飯舘村復興対策課（以下、「飯舘村」という。）と、平成30年度ふくしま森林再生事業年度別事業実施計画作成業務委託（以下、「本業務」という。）に関する第5回打合せを実施した。

【議題】
1) 年度別計画関係
2) 今後のスケジュール確認

【打合せ内容】
1) 年度別計画関係
· 現地測量は28.8ha完了しており、その内、村有林は15haである。
· 14林班東側の測量予定区域については、1月最終週に終了予定である。
· 現況森林調査のうち、林分調査・空間放射線量率測定の進捗は現地調査が19％、取りまとめが11％である。放射線量測定（サンプル計測）は53％である。
· 今後は日本製紙の林分（約50ha）を測量していく予定である。ササが背丈より高いので2/1から刈払いに入る予定である。
· 87haの測量というのは施業対象分のみで、除地は対象外である。
· 電線下の林分の取り扱いは村から東京電力へ確認する。

	· 雑木の施業は、本数で4割以上伐採する必要がある。実際には6割以上が多い。
· 配布資料図面の14林班96番の林分の地目を村は確認する。「田」の場合は対象に含めることができない。
· 作業道の計画は日本製紙の林分を対象に検討する。国有林に入らずに作業道を入れれるか現地確認する。
· 線形測量が計画の8.9kmに達しない場合は、他の項目に作業量を割り振る必要がある。
· 13林班は14林班の面積の積み上げを確認しながら測量に入っていく予定である。配布資料図面の13林班5番は村有林なので、5番・6番のスギを対象としていきたいが、現地状況を考慮して検討する。
· 13林班の同意取得状況は14人中10人を取得済みである。
· 14林班で対象外とした林分について、その理由を協議書として森林組合から村へ報告する必要がある。森林組合の菅野氏から事前に森林所有者へ報告済みである。
· 14林班の測量と標準地調査は2月末を目標としている。
· 振興公社には測量班を追加できる体制があるので、森林組合は測量機械を追加できないか検討する。
· パスコは樹皮の放射線調査の結果を村へ報告する。

2) 今後のスケジュール確認
· 次回会議は3月7日（木）14：00～とする。
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